ユーザー定義タリー[t-userdefined]の使い方に関する例題

ユーザー定義タリー[t-userdefined]は、通常のタリーでは得ることができない様々な物理量をタリーする機能です。ユーザー定義タリーを使うためには，各ユーザーが，自分の目的に合わせてusrtally.fファイルを変更し，PHITSを再コンパイルする必要があります。ただし，その変更には，FORTRANとPHITSの変数に関する知識が必要なため，ユーザーが自力で行うことは極めて困難でした。そこで，[t-deposit]，[t-cross]，[t-product]と似たような機能を持ち，かつそれに関連するイベント情報を全て書き出すusrtally.fの例題を作りましたので，ぜひご活用下さい。

使い方の手順は以下の通りです。
1. 各フォルダのusrtally.fをsrcフォルダにあるusrtally.fと入れ替えて再コンパイル
2. 各フォルダのusrtally.inpを再コンパイルしたPHITSで実行し，userdefined.outの最後に出力された値と[t-deposit]，[t-cross]，[t-product]タリー結果が一致することを確認する
3. usrtally.fやusrtally.inpを自分の目的に合わせて変更する。

詳細は，各フォルダのreadme-jp.docxをご参照下さい。また，これら以外にも作ってほしい例題がありましたら，PHITS事務局までご連絡下さい。
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